







 谷一巳君が提出した学位請求論文「イギリス外交の変容と英仏協商、1900-1905 年 －ラ
ンズダウン外相期における帝国とヨーロッパの交錯」は、19 世紀から 20 世紀への世紀転換
期における英仏協商形成の過程について、ランズダウン外相を中心としてイギリス外交を
論じた研究である。序章、本論（第 1 章から第 5 章）、終章、参考文献一覧とあわせて 196
頁からなっている。 













































第 1 章 「光栄ある孤立」の動揺と終焉、1900-02 年 










第 2 章 新時代の到来と英仏接近の萌芽、1902-03 年 
第 1 節 帝国の新時代 
（1）脅威認識の深刻化 
（2）バルフォア政権の成立と帝国防衛委員会の設置 






（4）エドワード 7 世のフランス訪問 
 小括 
第 3 章 英仏協商の締結、1903-04 年―モロッコに関する交渉を中心に― 















第 4 章 日露戦争による制約とヨーロッパ大国間関係の再編、1904-1905 年 
第 1 節 英仏協商交渉の危機と日露戦争の勃発 
（1）世紀転換期のイギリス外交と英仏接近の萌芽 
（2）英仏協商交渉と日露戦争 












第 5 章 第 1 次モロッコ事件と英仏協商の深化、1905 年 
4 
 
第 1 節 タンジール事件とデルカッセの失脚 
（1）モロッコの反発とドイツの進出 
（2）ヴィルヘルム 2 世の上陸とモロッコでの進展 
（3）ヨーロッパへの余波と英仏協商の動揺 




















によって帝国防衛委員会（Committee of Imperial Defence; CID）が設置され、またその後
にはフランスへの接近を開始する。とりわけモロッコ問題の不安定化は、両国の接近の必要
性を感じさせた。また、1903 年 4 月の、フランス贔屓のエドワード七世のパリ訪問は、両
国の友好関係を育むことを助け、翌年の英仏協商締結を準備することになる。 
 第三章では、英仏協商交渉の過程を、両国間でのエジプトとモロッコの交換という観点か
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